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「食料･農業･農村基本計画」における和食文化の位置付け①

食料･農業･農村基本計画は、食料･農業･農村基本法に基づき、政府が中長期的に取り組むべき
方針を定めたもの。令和2年3月31日に新たな食料・農業・農村基本計画が閣議決定。
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食料・農業・農村基本計画（令和2年3月31日 閣議決定）

第３ 食料、農業及び農村に関し総合的かつ計画的に講ずべき施策
１．食料の安定供給の確保に関する施策

（２）グローバルマーケットの戦略的な開拓
① 農林水産物・食品の輸出促進
イ 海外への商流構築、プロモーションの促進（P31-32）

日本食・食文化の海外普及を日本産農林水産物・食品の輸出拡大につなげるため、普及活動を担う人材の育成
や、日本産食材サポーター店等の発信拠点の拡大・活用を推進する。
また、訪日外国人に対して、日本の食を、食事としてだけでなく、それを生み出す農林水産業や風土、歴史等

のほか、当該地域が誇る文化・芸術やスポーツ等、多様なストーリーや体験と組み合わせて情報発信することや
農泊での体験等を通じて、訪日外国人の日本の食への関心を高めるとともに、帰国後の日本産食材の消費拡大に
つなげる。



「食料･農業･農村基本計画」における和食文化の位置付け②
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（３）消費者と食・農とのつながりの深化
② 和食文化の保護・継承（P33)

「自然を尊重する」という心に基づいた日本人の食習慣で、栄養バランスのとれた食生活とされる和食文化の
保護･継承及び和食の健康有用性の評価の更なる向上に向け、大学・研究機関、栄養関係者等が連携し、和食の
健康有用性に関する科学的エビデンスを蓄積するとともに、その情報の国内外への発信を行う。また、企業にお
いて「健康経営」の観点から、社員食堂を通じて健康的な食事を提供するなど、従業員の健康に配慮した経営を
推進するよう産業界への働きかけを強化する。
次世代への和食文化の継承のため、和食の献立開発支援等を通じた学校給食や家庭における和食提供の機会の拡

大、栄養士･保育士等を対象とした研修等による和食の継承活動を行う中核的な人材の育成、子どもや忙しい子
育て世代が手軽に和食に接する機会を拡大するための簡便な和食商品の開発・情報発信等官民協働の取組を推進
する。さらに、関係府省と連携し、和食が持つ文化財としての価値を評価・見える化し、その発信を進めるほか、
和食文化の特徴である地域固有の多様な食文化を保護・継承するため、地方公共団体、教育関係者、食品関連事
業者等からなる体制を構築し、各地域の郷土料理の調査・データベース化等を推進する。
需要の高まる中食・外食をターゲットに、栄養バランスがとれ、地域に根差した食材を用いた食生活の実践を

推進する。
また、平成25（2013）年の和食文化のユネスコ無形文化遺産登録を契機に海外において和食の人気が向上し

たことにより、我が国農林水産物・食品の輸出の拡大につながっているが、今後更に和食の評価（美味しさ、健
康有用性、芸術性等）を高める取組を行い、一層の輸出拡大につなげる。

食料・農業・農村基本計画（令和2年3月31日 閣議決定）

第３ 食料、農業及び農村に関し総合的かつ計画的に講ずべき施策
１．食料の安定供給の確保に関する施策



「和食」と健康（1975年型日本食に見る健康有益性）

 東北大学大学院農学研究科の都築毅准教授らのグループは、1975年頃に食べられていた献立の特徴を
有した食事（1975年型日本食）をマウスに与えたところコレステロール値の減少、血糖値の低下などが見
られ、健康有益性が高いことが認められた。

日本食の健康有益性を検証
 近年の日本では個々の食材や成分の機能性ばかりが注目されている中、食事全体を評価す
るという視点から実験・調査を実施した。

 1960年、1975年、1990年、2005年の一週間分の献立を作成。調理した後、凍結乾燥・
粉砕・撹拌したものを４週間マウスに与えたところ、1975年の日本食を与えたマウスでは、
肝臓のコレステロール量の減少、血糖値の低下が見られ、生活習慣病や老化性疾患の抑制、
寿命の延伸も認められた。
1975年型の日本食の献立例
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Let’s！和ごはんプロジェクト：令和４年度のプロジェクトメンバーの活動例
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× 甲南女子大学人間科学部
生活環境学科
日時：令和4年11月23日、24日
活動内容：神戸市東灘区で毎年秋に開催
されている「ひがしなだスイーツめぐ
り」のウィークリーイベントとして、小
学3年生以上と保護者を対象としたス
イーツ教室を実施。手作り和菓子講座と
して、「和風パンナコッタ」と「アーモ
ンドぼうろ」の実習を実施し、翌日、レ
シピを学科のInstagramに掲載

シャープ株式会社×ホクト株式会社
日時：令和4年11月19日
活動内容：「シャープ×ホクト」 コラボ
企画として、ヘルシオ料理教室の特別イ
ベントをオンラインにて開催。
『秋にうれしい、きのこたっぷり和食献
立』をテーマに、ヘルシオやホットクッ
クを使い、「きのこと⿂の紙包み焼き」
「きのこでだしいらず！茶わん蒸し」「
きのこと根菜の和スープ」「きのこじゃ
が」の作り方を実演・実習。きのこの調
理ポイントやうま味、菌食材についても
説明。

伯方塩業株式会社

日時：令和4年11月1日～30日
活動内容：当社公式SNSで和食に関す
る企画を実施した他、「今日から使え
る塩を使った和食の小技！」などの情
報発信を行った。
また「伯方の塩アンバサダー」の皆さ
んには、おすすめの和食レシピに「#
和ごはん」「#和ごはん月間」「#11
月24日は和食の日」などのハッシュ
タグをつけての投稿を呼び掛け、和食
の日の認知拡大を図った。

①和ごはん月間（11月）、和食の日（11月24日）に関する取組

【食文化の保護・継承 】



Let’s！和ごはんプロジェクト：令和４年度のプロジェクトメンバーの活動例

株式会社髙橋製粉所

日時：令和4年6月18日～19日
活動内容：2012年に福井県内の大
豆加工業者7社が集まり立ち上げた
「福井の大豆な会」として「第17
回食育推進全国大会inあいち」に
参加。コロナ禍のため試食は控え
、大豆はどのように変化して加工
されるのかを、簡単なパネルを使
いクイズ形式で学んでいただき、
その大豆加工食品の食文化につい
て、福井県にしかない伝統食材・
食文化を説明。

株式会社アサヒパック
日時：令和4年度中
活動内容：「一般消費
者の方々に少しでもお
米を食べて欲しい」と
の思いのもと、数度、
産経新聞に公告を掲載
。10月には、新潟県
在住の漫画家「チッチ
ママ」さんに作成を依
頼。
なお、一部は店頭向け
にA2ポスターとして
配布。

オプティマルキッチン樂（おうち）
日時：令和4年12月1日～
場所：大阪ガスハグミュージアム
活動内容：⿂をさばく体験を交え
ながらの調理実習を通して、包丁
の持ち方、⿂の栄養素や、
SDG’s14（海の豊かさを守ろう
）について学習。
西日本さかな捌き方研究所の大久
保利也先生による鯵を捌くデモン
ストレーションの後、親子で2尾
を捌いた。

大阪ガス株式会社
日時：令和4年10月2日～12日
場所：大阪ガスクッキングスク
ール淀屋橋､ハグミュージアム
活動内容：管理栄養士を育成さ
れる相愛大学（教員3名・大学
生12名）と「大阪産で健康・
時短・Let‘s！和ごはん料理講
習会」を開催した。JA大阪中
央会の方にも協力いただき、
28名の参加者からも大変好評
を博した。

②その他の取組

【食文化の保護・継承 】
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